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刈り,ひえぬき)と の間には一定の関係がない。しかし

除草効果が収量にどの程度まで影響を与えるかを把握す

る必要はあろう。

o)追月巴時間とJ又量
この調査対象の場合深層追肥例が多い (17例 )ヵ ,ヽ時

間との間には関係がない。

`)用
排水管理時間と収量

これも関係はみられず,圃場距離,用排水の難易さな

どによって消されてしまうものとも考えられる。

に)防除時間と収量
これについてはかなり明確に正の相関を示している。

5 投入資本と10α 当り収量
●)固定資本と収量

常識的に考えても全ての固定資本増没によって収量が

増加するとは考えられず,対象からも明確な関係はえら

れない。

2)経営費と収量
ここでも一定した関係はみられない。

に)肥料費と収量

肥料費の増加に伴い収量が増加すると云う関係を明ら

かにしているが,こ れは施肥量を増加できる可能性,具

体的には品種,上壌,施肥法,気象などが大きく影響す

るわけで,この調査の場合は対象農家の技術水準が高

く,それぞれの条件に適合した施肥量を限界まで施用し

た結果と考えられる。

に)農薬費と収量
これも正の関係を示してお り,収量 700均 までの場

合,農薬費は500～ 1,000円 ,700切 以上の場合はいずれ

も1,000円以上となっている。このことから,高い収量を

目標とした場合には,やはり徹底した防除が必要だとい

う一面を示すものと思われる。

4む  す  び

対象が19戸程度にすぎないこと,計算の前提である経

済的条件がきわめて流動的であることなどから,こ の小

論で結論をだすつもりはなく,これまでの調査資料,こ

れからの調査資料も含めて,さ らに分析を進めていきた

いと考えている。

大規模乾燥貯蔵施設の現状 と問題点

高 橋 正 男・ 淡 路 銑一郎 。京 野
(秋 田県農試)

1_ま え が き

糎の乾燥,貯蔵および流通の合理化をねらいとしたモ

デルプラントとして,わが国にはじめてカントリーエレ

ベーターが設置されたのは昭和39年である。このFtF設は

構造が完全に自動化されているのできわめて省力的
であ

ること,サイロに釈を貯蔵し需要に応じた出荷体制をと

り,食味の良い「今ず り米Jを供給できる
ことなど,稲

作近代化の象徴的施設である。

秋田県の稲作は秋期の自然乾燥にきわめて不利な条件

にあるところから,仙北郡仙北村高梨農協では,全国 3

カ所のうちその一つを設置し,翌40年操業を開始してか

ら3カ 年を経過した。この間新しい施設に対して技術 ,

運営両面に努力してきたが,現行稲作技術体系と施設と

の結びつき,生籾生産体制と計画集荷の調整など,生籾

生産から～集荷～乾燥～貯蔵～調製～出荷および一貫し

た運営に,まだ解決を要する幾多の問題をかかえてい

る。ここでは施設利用の場伏,問題およびその解決方

向,そのため必要とする研究課題を明らかにしようとし

スこ。

2研 究 結 果

1 操業方法
この施設は堅型連続流下式の乾燥機と, 4本のサイロ

がエレベータ
~やベルトコンペヤーなどの入出庫装置に

よって結び合わされ,一体となって籾ずリプラントが付

設されており,次の順序で繰業される。

生産組織 (高度集団栽培)一収穫 (コ ンバイン,動力

刈取機一生脱穀)一集荷 (麻袋詰, トラック)→張込み

(1日 処理能力生籾35ト ン)一籾精撰機→オートサンプ

ラー (個人別自主検査用資料採取)→ホ ッパースケー

ル (個人別生糎重計量)一乾燥磯 (生籾含水量に応じ1

～ 3回繰返しテンパリング乾燥)一籾精撰機 (籾 含水

量%)一オートサンプラー (買入検査資料採取)ホ ッパ

肇
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―スケール (買入数量確認)一本サイロ貯蔵 (品種別に

翌夏まで貯蔵)一籾招,調製→出荷,なお,乾燥前生籾
の個人別計量の終るまでは個人別llkい ,乾燥行程からは
混合処理となる。

2 現状と問題点および解決方1旬
[}生籾生島 集荷方法
A 現  状
利用農家の稲の収陰方法は動力刈取機一生籾脱穀方式

から, コンパイン方式および手刈リー予備乾燥 (束立)

一半乾棚脱穀方式に移行しつつある。利用農家と予め契

約をとりかわし,集荷2日 前に該当農家の収穫状況を確

認するとともに,増減のある場合は部落内で調整する。

生籾は麻袋譜とし,農協借上 トラックまたは個別に搬入
さオしる。

B 問 題 点
①収獲方法の未確立 :動力刈取機 (集東型)一生籾脱

穀方式は,屋外作業のため天候や田面排水状況に支配さ

れるばかりでなく,数人の組作業人員が得難い。一方,

普通型コンパインは小区画 (10α )の条件では高価格の

割に能率が低く (刈 巾3″ , 1日 平均70α 程度),いず
れも損傷粒が発生しやすく好ましくない。

② l日 処理能力以上の生釈投入 :晴天日に集中的に収

穫されるので,最盛時には運搬がさくそうし,生籾が圃

場に 1日 放置されたり,ま た搬入籾が生籾状態のまま―

時貯蔵されている。

③ l荷口当りの持込み量が少ない :毎年集荷量が増加

してきているが,荷口1日当りの増大でなく荷口数の増
カロであるため,自主検査業務が応じきれない。

C 問題解決の方向
①自脱コンパイン収穫方式および,パインダー刈リー

束立予備乾燥―半乾籾脱穀方式の普及。

②農協有 トラッタの配車,さ らに生籾一時貯留タンク

(20ト ン2基)の増設および搬送,精撰施設の改善。

③ l荷日当り平均量を30α 分とするよう指導する。

●)自主検定
A 現  状
精撰終了した乾燥前の生叔について, 1荷口1点の割

で2′ 1000の試料を採取する。検定項目は合水率,精玄米

率,爽雑物率,品位とし,この作業能率は 4人組で 1日

15点が限度である。なお,検定の精度はさわめて高い。

B 問題点とその解決方向
①水分測定の非能率 :現在正確迅速に行なえる高水分

生籾の水分測定器がない。その解決方向としては,現在

使用中の水分測定器を正確に補正するとともに,新たに

購入したバロウス (米国製)については,調整板を国内

第 1表 日別搬入量,売渡量と鞄燥処理能力に
対する割合 (昭42)

処理能力 1日生籾35tCln

2 品種名はF:フ ジミノソ,Y:ヨ ネシロ,
M:ミ ヨシ

産米に適合するよう改善する。また収穫適期を守らせ,

測定用サンプルに未熟粒の混在することのないよう指導

する。

0}籾貯蔵・調製
A 現  状
籾水分15%に乾燥された糎は,約25℃に放冷後品種別
にコンクリートサイロに貯蔵される。貯蔑後は下方から

送民するとともに,全乾燥作業終了後,サイロ交換によ

月  日 天 気 品種名 搬入量 売渡量
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注 1 超過割合一生糎搬入量ノ乾燥処理能力,乾燥
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第 2表 運 営 実 績

昭40 昭41 1昭42
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り天地返しを行なっている。貯蔵籾は翌夏調製され,紙

袋包装の上出荷されている。

3_F・l題 点

①粗温の急上昇 :貯蔵 7～ 10日 日ころ籾温が40℃前後

に上昇し,醸酵米発生のおそれがある。

c証製IIt粗に露が結ぶ :貯蔵低温籾を夏季高温時に

調製すると結露現象を生し,肌ずれ米発生の原因にもな

る。

C_問題解決の方向

①乾燥完了糎の放冷用として冷却タンクの増設。サイ

ロヘの送風装置が,現在は送り出し式であるが,これを

吸引式に改める。また天地返しは貯蔵直後から開始する。

②翌夏調製前の晴天日に天地返しを実施して,予め籾

温を高めておき,調製時の結露現像を防ぐ。

に)運  営
A 現  状
北陸地方の同種施設でとられている半乾籾乾燥にくら

べ,乾燥能率・処理能率が低いにもかかわらず,操業期

間は異動約 1カ 月である。籾集荷量の約40%は高度集団

栽培指定集落,残 りは管内一日から供給されている。施

設運営の直接担当は指導課 (3係 4名 )が当っている。

支出内訳は固定費 (金利含む)約40%,流動費約60%の

割であり,収入内訳は乾燥料保管料,合せて約60%,調

製料その他約40%である。

B問 題 点
①操業期間が短い :早生品種の作付率62%,早場米奨

励金制度などのため,初期に混雑し後期の持ち込みが少

ない。

②計画的操業困難 :集団栽培の未組織集落から,個別

に約60%の生糎が集荷されるので,計画的なart置がとり

にくい。

③運営体制の不備 :事業量が多いため,指導課の本務

である生産指導が手薄になるおそれがある。

④収支の赤字 :処理号が完全操業の855%に達し,運

営にも習熱してきているが,ま だ収支は赤字である。

C 問題解決の方1旬
①早場米奨励金制度の廃上に合せ,中,晩生品種の作

付増加を指導する。

②集団栽培組織の育成強化と,生籾の計画生産の啓も

う指導。

③運営が軌道に乗るまで,現在とおり指導課で扱うが

職員の充実をはかる。しかし,すみやかに指導課と密着

した独立機構体制をとるべきである。

④完全操業 (900ト ン貯蔵)に早く到達するとともに,

支出増を圧縮する。一方,利用料を20%程度高め適正料

金とする。

3 今後の研究にまうべき課題
1 中,晩生優良品種の育成
2 多雨地帯における生籾生産の実用的収穫作業体系
の確立。

合理的高水分生糎乾燥法。

高水分生籾の一時貯蔵の限界。

高水分生糠水分の迅速正確な測定法。

サイロ貯蔵籾の合理的保管管理法。

醸酵米の発生機構の解明。

大規模施設利用への個別農家の対応方法。


